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New course of study and Improvement of social studi s class
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　2016 年 7 月に行われた第 24 回参議院議員選挙は、
選挙権年齢が 18 歳以上へ引き下げられてから初め
て実施された国政選挙であり、投票率は 10 歳代が
46.78%、20 歳代が 35.60%、30 歳代が 44.24% となった。
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かなく、アメリカの 53.3% や韓国の 66.5% と比べると、
大きな差がみられる。同様に日本の高校生は「全くそ
う思う」「まあそう思う」が 30.1% と低い数値であり、




















4. 1.  選挙を扱う　―模擬選挙を軸に―
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正問題」を扱った授業である。どちらも 8 〜 10 時間
とまとまった時間を捻出し、生徒主体の学習を進めた
ものである。
4. 2. 1.  原発問題を徹底追究
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由を答えよ』と問うた。2 年生 5 学級で継続派が 67 名、
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ⅲ　 文部科学省（平成 29 年）「中学校学習指導要領解説社会編」、
p.169
ⅳ　 文部省（昭和 44 年）「高等学校における政治的教養と政治







会科のしおり 2017 ①』、帝国書院 pp.32-35
ⅶ　 新藤宗幸（2016）「『主権者教育』を問う」岩波書店、pp12-
13　























































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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